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こ
っ
白
割
白
現
金
聾
高

第
宜
十
宜
巻

O 

第

抗

J、、

一一
Jコ

の

型

の

現

金

残

高

谷

'藤

郎

理
論
的
分
析
手
段
と
し
て
の
現
金
残
高

貨
幣
信
用
が
経
済
枇
舎
の
外
国
を
被
ム
草
友
る
ヴ
ェ
ー
ル
で
友
〈
、
そ
の
内
部
に
深
〈
法
透
し
て
何
等
か
の
能
動
的
作
用
を
質
す

も
の
た
る
を
論
説
す
る
偶
の
企
岡
と
し
て
注
目
に
個
ず
る
は
現
金
残
高
方
法

(gtIE】

E
Z
晶
司
司
自
と
で
あ
る
。

か
6
A

る
思
想
の
殻

端
は
践
に
ワ
ル
ヲ
ス
白
所
笠
現
金

(
2
8
諸
島
品
阻
止
。
)
に
求
め
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
己
の
方
両
の
研
賓
が
著
し
〈
深
め
ら
れ

し
E
と
は
同
知
の
如
く
で
あ
る
ロ

け
れ

E
も
現
金
残
高
を
明
論
的
分
折
の
手
段
と
し
て
貫
硯

f
る
論
者
が
、
悉
〈
同
一
白
見
解
を
抱
い
て
ゐ
る
詩
で
は
な
い
。
殊

ι

現
金
残
高
の
存
否
を
決
す
る
根
擦
が
何
で
あ
る
か
に
闘
し
で
は
意
見
が
岐
れ
る
。
芭
吹
ク
ス
、
ロ

1
ゼ
ン
シ
ユ
ク
イ
ン
・
ロ
ー
グ
ン

は
将
来
へ
の
不
完
全
議
見
に
恭
〈
不
確
賞
さ
を
以
て
現
金
獲
高
の
主
た
る
根
擦
と
注
し
、
短
期
間
少
頼
。
投
資
陀
伴
ふ
不
利
不
便
に

基
凶
ず
る
現
金
残
高
の
重
一
安
位
に
乏
し
〈
、
日
つ
多
少
と
も
安
定
住
ぞ
有
ず
る
を
察
知
し
て
、

ζ
れ
を
茜
叫
ん
し
〈
粗
削
す
る
(
不
完
全

課
見
読
)
O

マ
1
F
ツ
ト
、
ラ
ツ
ハ
マ
ン
は
こ
れ
に
反
し
、
改
見
の
権
否
と
現
金
残
高
の
存
在
と
の
聞
に
か
〈
の
如
き
必
然
の
闘
係
の

何
等
存
し
な
い
こ
と
を
弼
刑
判
し
、
車
γ

る
信
用
組
織
の
不
完
全
性
が
現
金
残
高
白
根
球
を
形
ち
づ
〈
る
も
白
井
」
主
張
す
る
(
不
完
金
信
用

組
敵
説
)
。
高
田
保
局
博
士
は
現
金
時
間
高
白
根
擦
に
つ
昔
、
不
完
全
課
見
に
悲
ぐ
不
作
賞
さ
を
以
て
そ
の
根
披
と
た
す
は
、
議
見
の
不
完

金
L
C
不
完
全
た
る
信
用
組
織
と
を
混
同
せ
る
結
呆
以
卵
白
も
D
で
た
い
と
非
難
せ
ら
れ
、
根
本
的
に
は
不
完
全
信
用
組
織
誌
と
ほ
w
h



同
様
な
立
場
を
採
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
博
士
は
識
見
自
樹
が
現
貨
に
決
し
て
完
全
た
り
得
る
も
の
で
た
〈
、

Fr
る
そ
の
不

完
全
が
必
然
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
己
ろ
よ
り
し
て
、
己
主
に
も
亦
現
金
残
高
の
根
擦
を
見
刊
さ
ん
と
せ
ら
る
i
h

如
〈
忙
解
せ

ち
れ
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
就
い
て
は
既
に
他
白
機
舎
に
詳
港
し
た
か
ら
繰
返
す
必
要
は
た
h
o
た
ピ
立
与
に
注
意
す
べ
曹
は
、
と
れ

ち
の
諸
準
設
に
於
て
は
現
金
残
高
を
必
姿
友
ら
し
む
る
根
援
が
何
で
あ
る
か
が
営
題
の
問
題
と
せ
ら
れ
、
そ
の
務
化
を
暗
闇
ナ
原
因
。

詳
細
た
る
分
析
が
必
や
し
も
企
て
ら
れ
て
ゐ
た
い
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
四
論
的
分
析
手
段
と
し
て
等
し
〈
現
金
残
高
に
着
目
す
る
論
者
の
中
に
は
、
車
陀
貨
幣
の
流
通
蓮
度
一
の
決
定
要
因
む
閑

明
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
白
が
あ
る
。
惟
ふ
に
貨
幣
白
流
通
速
度
は
貨
幣
個
片
が
一
定
期
間
に
財
貨
と
+
交
換
せ
ら
れ
る
平
均
の
度

数
と
も
規
定
せ
ら
れ
る
的
、
ま
た
反
針
陀
貨
幣
個
片
が
再
ぴ
財
貨
と
交
換
せ
ら
れ
る
ま
で
陀
同
一
所
布
者
の
許
に
滞
向
聞
す
る
時
聞
に

よ
っ
て
表
現
す
る
ピ
と
も
可
能
で
あ
る
。
前
者
が
客
観
牲
を
具
へ
る
に
し
て
も
、
甚
だ
機
械
的
で
あ
旬
内
容
の
本
漢
を
忠
は
し
む
る

陀
一
院
し
、
後
者
は
粧
桝
主
鶴
田
意
志
、

印
ち
需
要
白
究
極
の
原
閃
と
闘
聯
せ
し
め
ら
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
主
槻
性
を
強
〈
帯
び
る

か
、
偲
令
客
観
性
を
具
へ
る
揚
合
医
於
て
も
汁
精
細
在
る
分
析
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
を
初
め
ケ
ム
プ
ロ

ツ
」
千
島
干
派
の
論
者
が
専
ち
主
硯
性
の
四
由
民
基
昔
、
フ
イ
ツ
シ
ヤ

1
流
む
流
週
蓮
度
の
概
念
を
斥
け
、
現
金
残
高
を
理
論
的
分
析
手

段
と
し
て
駆
使
し
て
ゐ
る
と
と
は
知
ら
る
L
如
く
で
あ
る
。

ミ
ー
ゼ
ス
等
も
亦
現
金
残
高
に
着
目
せ
る
論
者
で
あ
る

キ
ヤ
ナ
シ
、

が
、
た
v
h
k
流
通
速
度
白
決
定
盛
岡
と
し
て
の
現
金
残
高
を
軍
服
す
る
陀
止
ま
ら
宇
、
そ
の
慶
化
の
原
附
を
理
論
的
に
詳
細
に
分
析

せ
る
も
の
は
、
ナ
イ
サ

1
、
ホ
ル
ト
ロ
プ
及
び
マ
ル
シ
ヤ
ク
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
は
何
故
に
現
金
残
高
は
必
要
で
あ
る
か
と
い

ふ
と
と
上
り
も
、
出
平
ろ
何
故
に
現
金
残
高
は
媛
化
す
る
か
と
い
ふ
己
と
を
中
む
と
し
て
迎
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
彼
等
が
貨
幣
の
流

通
挫
皮
の
縫
化
を
誘
脅
す
べ
き
原
因
を
首
面
白
問
題
と
し
て
ゐ
る
限
り

λ

か
お
る
傾
向
は
蓋
じ
首
然
の
結
果
た
り
と
い
ひ
得
上
ろ
。

こ
っ
白
製
の
現
金
時
間
高

第
五
十
五
番

第

旗

丹、

拙著、金融統制由理論、昭和十六年、四 二三頁。
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こ
っ
白
型
白
現
金
残
高

第
宜
十
五
巻

一一
第

説

y、
四

等
し
く
理
論
的
分
析
D
手
懸
り
と
じ
て
現
金
残
高
に
注
目
す
る
論
者
の
中
に
も
、
右
の
如
〈
そ
白
根
擦
の
閑
明
に
主
た
る
閥
心
を

寄
せ
る
も
白
と
、
只
管
そ
の
愛
化
白
原
因
の
分
析
に
努
む
る
も
の
と
の
二
つ
の
傾
向
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
多
〈
の
論
者
忙
共

通
取
る
賠
は
、
現
金
残
高
を
泡
官
一
つ
の
等
賞
概
念
友
る
か
O
如
〈
陀
宥
倣
し
、
そ
の
質
的
相
違
に
着
目
し
現
金
残
高
を
類
別
し
て

と
れ
を
別
個
に
認
識
し
て
ゐ
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
け
れ

E
も
鑓
化
に
就
い
て
は
勿
論
、
根
擦
に
閲
し
て
も
現
金
残
高
を
等
質

の
も
の
と
し
て
取
扱
ふ
と
と
は
必
や
し
も
正
確
で
な
い
。
拙
著
「
金
融
統
制
の
理
論
」
に
於
け
る
己
の
鮪
に
就
い
て
白
論
遁
の
不
徹

底
怠
る
を
想
ひ
、
筆
者
は
本
稿
に
於
て
更
に
問
題
を
深
〈
堀
下
げ
て
検
討
し
、
貨
幣
の
能
動
的
作
用
陀
閲
し
て
重
要
た
る
は
、
果
し

て
如
何
な
る
種
類
。
現
金
獲
高
な
る
か
を
明
か
に
し
、
そ
の
足
ら
ざ
り
し
を
補
完
し
た
い
と
思
ふ
。

現
金
残
高
の
類
別

現
金
残
高
を
理
論
的
分
析
手
段
と
し
て
駆
使
す
る
論
者
の
中
に
は
、
例
へ
ば
ホ
ウ
ト
レ

1

0
如
〈
、
そ
の
保
有
者
主
義
拙
?
と
し
て
企

業
者
〔
生
産
者
且
び
質
問
貝
業
者
)
残
品
と
消
費
者
残
高
に
械
別
し
、
そ
の
数
量
の
決
定
要
因
が
各
々
陀
於
て
異
れ
る
と
と
を
指
摘
す
る
も

D
も
あ
れ
ば
、
或
は
所
謂
「
未
支
出
徐
刺
」
白
決
定
要
悶
に
闘
し
、
そ
の
主
観
的
た
る
も
の
と
客
観
的
左
ろ
も
白
と
を
国
別
せ
ん
と

試
み
る
も
の
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
後
者
は
、
現
金
洩
高
の
決
定
要
凶
の
匝
別
に
過
ぎ
守
し
て
、
現
金
建
高
尚
慢
の
類
別
と
は
認
め
難

〈
、
前
者
は
現
金
残
高
D
国
別
た
る
に
相
違
な
い
け
れ
ど
も
、
未
だ
本
質
的
匝
別
と
稿
し
難
い
。
蓋
し
保
有
者
の
相
遣
は
必
や
し
も

現
金
残
高
の
本
質
的
同
別
と
一
致
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ホ
舟
ト
ロ
プ
も
同
様
左
根
懐
か
ら
と
の
類
別
を
採
ち
た

い。
L
」

E
ろ
が
ナ
イ
サ
ー
は
保
有
目
的
並
に
費
動
要
因
を
基
準
と
し
て
現
金
残
高
を
、
(
ご
替
業
資
金
的
残
高
(
国
町
内
号
宮

rzm)

traders' balances 
('.onSl1meTS' halances. 
i.tnspent margin 

と

)
〉
)

Z

2

3

 



(
-
C
準
備
金
的
建
高
浜
E
S
S
E
-
E
)
に
機
別
ず
る
の
波
に
従
へ
ぽ
前
者
は
経
済
流
通
の
法
則
に
よ
り
客
観
的
に
規
制
せ
ら
れ
る
忙

反
し
、
後
者
は
個
々
白
経
済
主
贈
の
主
観
的
恋
震
に
よ
っ
て
左
右
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
敢
に
前
者
は
彼
の
い
ふ
と
己
ろ
の
活
動
貸

幣
で
あ
り
/
、
後
者
は
遊
休
貨
幣
で
あ
る
。
蓋
し
十
イ
サ
ー
は
貨
幣
が
経
済
主
髄
り
許
に
滞
習
す
る
期
間
の
長
規
に
杓
め
を
〈
、
貨
幣

め
(
詮
=

支
出
の
経
済
的
規
則
性
白
有
無
に
従
引
い
て
雨
者
を
庖
別
す
る
か
ち
で
あ
る
。
エ
リ
ス
は
ナ
イ
サ
ー
の
と
の
試
み
を
樹
め
で
す
向
〈
評
慣

し
、
そ
の
漏
創
件
を
讃
へ
一
L

ゐ
句
も
た
ピ
ナ
イ
サ
ー
が
管
業
資
金
的
残
高
を
以
亡
現
金
残
高
め
主
要
部
分
を
た
す
も
の
と
認
め
て
ゐ

る
と
と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
ホ
ル
ト
ロ
プ
は
現
金
残
高
が
静
態
に
於
て
存
す
る
か
動
態
に
於
て
存
す
る
か
に
よ
り
、
(
一
)
静
態

的
残
高
(
広
三
協
の
吉
岡

EVOMMzvoEF耳
目
)
と
、
(
二
)
動
態
的
残
高
官
官
E
E
r
o
関

E
Zロ号
g岳山
MUUO)
に
匝
別
す
る
。
彼
に
上
れ
ば
前
者

は
経
済
主
健
の
貴
志
と
は
杢
く
無
関
係
に
、
富
寸
ら
収
入
支
問
の
流
れ
を
規
定
す
る
生
産
過
程
白
組
織
及
び
技
術
に
依
存
す
る
も
の

で
、
勝
来
の
或
る
時
期
に
一
定
目
的
自
潟
忙
必
中
文
同
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
己
れ
陀
反
し
後
者
は
将
来
の
不
確
貫
性
君
ぐ
は

百
常
な
る
流
通
過
程
白
進
行
の
破
壊
の
震
に
保
有
せ

ιれ
、
経
例
主
慢
の
意
志
陀
依
存
す
る
も
の
で
あ
句
針
。

ハ
イ
ヱ
タ
は
専
ら
保
有

目
的
に
従
び
て
、
(
一
)
取
引
銭
高
官
S
R
Z
E
E
E
2
0
)
と
、
(
二
)
流
動
仕
準
備

(
E
E
ξ
5
3内
)
に
分
類
す
る
。

の
不
運
頼
性
若
〈
は
現
買
に
貨
幣
白
必
要
と
た
る
ま
で
の
短
期
間
、
投
資
す
る
と
と
め
不
利
不
使
D
故
に
保
有
せ
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
後
者
は
主
と
し
て
何
時
財
貨
を
質
入
れ
又
は
支
捌
ふ
か
に
闘
す
る
決
意
が
故
意
陀
線
延
べ
ら
れ
て
ゐ
る
己
と
に
基
者
保
有
せ
ら

前
者
は
取
引

れ
る
白
で
あ
る
。
彼
が
一
則
者
を
活
動
残
高
、
後
者
を
遊
休
殉
高
官
と
栴
し
て
ゐ
る
白
は
、
ナ
イ
サ
1
の
思
想
と
践
を
一
に
せ
る
も
り
と

い
へ
る
。
た
w
h

彼
が
と
の
現
金
残
高
の
分
類
を
後
陀
遁
ペ
る
如
〈
、
貨
幣
の
能
動
的
作
用
と
直
接
関
聯
せ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目

に
値

f
h。

右
掲
の
三
者
の
分
類
に
は
互
忙
一
一
服
相
通
守
る
も
の
が
あ
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
は
現
金
残
高
り
か

f
O
如
き
二
分
法
を
排
し
、
保
有

こ
り
白
型
自
現
金
残
高

停
五
十
五
巻

一

官官

披

J、
五

M. V{. IIoltrop， "Die Umlaufsgeschwindigkeit des Geldes“， Beitrage 担 r
Gcldthcorie， hrg. VUIl F. A. Hayek， Wien， 1933， S. IH 
H. Neisser， "Der Kreislauf des Geldes行明、1twirtscliaftlichesArchiv， 33・
Bd.， Heft 2， 1931， S. 368;"D町'I:nuschwert-d白 Gelde::;，Jena， 1928，' S. 17-. 
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コ
ワ
白
型
白
現
金
残
高

第
五
十
宜
容

四

第

腕

，，-
六

自
動
機
又
は
目
的
を
基
準
と
し
て
、
(
一
)
取
引
動
機

(
E
P
J
5
5
Z
1
5
5互
に
某
く
も
の
、
(
一
己
殻
備
動
機
(
官
。
n
E
E
E司

E324m)

に
基
〈
も
白
、
(
=
一
)
投
機
動
機
士
宮
E
F
E
Z
-】

E
Z
O
)
に
基
く
も
白
の
三
つ
に
匝
別
し
て
ゐ
る
。
第
一
の
動
機
に
基
〈
も
的
は
、
所
得

の
収
支
d
湖
、
若
〈
は
日
常
業
費
用
改
生
の
時
と
版
賀
代
償
受
取
白
時
と
の
聞
の
時
間
的
間
隔
白
架
橋
の
慌
の
保
有
で
あ
り
、
第
二
の

動
機
に
基
〈
も
の
は
、
山
党
議
的
に
支
出
を
必
要
と
す
る
偶
殻
事
件
、
抽
出
想
せ
ら
れ
難
生
有
利
な
る
買
入
機
舎
に
備
へ
、
又
は
貨
幣
の

タ
1
ム
に
於
て
債
値
の
定
め
ち
れ
て
ゐ
る
資
産
を
、
同
様
に
貨
幣
の
タ
l
ム
忙
於
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
己
ろ
の
そ
の
後
の
債
務
に

掛
隠
せ
し
む
る
鴻
の
保
有
で
あ
る
。
第
三
の
投
機
動
機
に
強
く
も
の
は
、
時
m
来
白
利
子
率
が
如
何
に
稜
化
す
る
か
を
他
の
人
々
よ
り

も
よ
〈
洞
察
し
、
己
れ
に
よ
っ
て
利
保
を
確
保
せ
ん
震
の
保
有
で
あ
り
0
0

彼
が
殊
更
に
現
金
残
高
を
一
一
一
分
-
し
、
而
も
特
に
投
機
動
機

『
注
ニ
V

忙
基
〈
も
由
主
主
調
せ
る
は
著
し
き
特
徴
と
い
ひ
得
る
。

在
限
こ
れ
陀
関
聯
し
て
雨
後
白
行
論
の
使
宜
上
、
貨
幣
流
通
の
分
類
、
換
言
す
れ
ば
所
得
貨
幣
と
皆
業
貨
幣
の
別
に
閲
読
し
て
置

〈
必
要
が
あ
る
。
ナ
イ
サ
ー
に
従
へ
ば
前
者
は
企
業
者
封
最
終
購
買
者
聞
の
取
引
を
決
済
す
る
震
の
貨
幣
を
指
し
、
後
者
は
企
業
者

相
互
聞
の
取
引
決
済
白
潟
の
貨
幣
を
い
い
ふ
の
で
あ
る
。
ナ
イ
サ
ー
の
か
L
る
分
類
が
彼
白
創
意
に
基
〈
も
の
3

と
は
い
ひ
難
い
。
何
故

な
れ
ば
7
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
既
に
一
闘
の
流
過
を
商
人
針
消
費
者
聞
の
取
引
と
、
商
人
相
互
間
の
取
引
の
二
部
面
忙
分
つ
を
要
す
る

E
れ
ら
二
部
面
に
流
通
す
る
貨
幣
の
性
質
の
相
遣
を
指
摘
し
、
更
に
ケ
イ
Y

ズ
、
ホ
ウ

ト
レ

1
等
は
好
ん
で
か
h

る
分
類
を
屡
々
援
附
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
現
賓
に
於
て
最
終
購
買
者
針
企
業
者
聞
の
取
引

綱
と
企
業
者
相
互
間
の
取
引
相
ー
と
の
鳩
傾
が
、
直
ち
に
貨
幣
に
劃
す
る
需
要
量
と
た
る
菩
で
ほ
た
い
。
査
し
と
れ
ら
の
取
引
の
中
に

と
読
者
、
ト
ゅ
1
ク
が
己
れ
を
継
承
し
て
、

は
帳
簿
上
白
相
殺
が
可
能
に
し
て
貨
幣
を
必
裂
と
せ
ざ
る
も
の
も
あ
る
か
ち
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
生
庭
段
階
が
数
個
に
分
岐
し
、
而

も
各
生
産
段
階
問
陀
中
間
取
引
部
ち
企
業
者
相
互
間
の
取
引
の
存
在
す
る
揚
合
に
、
棉
て
の
取
引
が
阜
に
所
得
貨
幣
の
み
を
以
て
同

H. S. Ellis. German Monetary Theory _ ICI?5-1933， Mass.， 1934. pp. 169. 
194. 7) . M. W. Holtrop， a. a. O. S. 132. 
F. A. Hayek， The Pure Theory of Capital， London， 1941， pp. 29， 361-2， 
367. 9) J. M. Keynes， The白 neralTht:OTY of EIllploymcnt. Intere!;t 
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(
詰
一
)
ナ
イ
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
文
田
が
経
済
的
規
則
性
を
有
ナ
る
限
り
、
或
る
純
情
主
世
白
許
に
貨
幣
白
滞
留
す
る
期
聞
が
如
何
に
長
〈
と
パ
刑

h
凶

n
L
E
U
C
 

も
、
貨
幣
は
活
動
貨
幣
た
り
得
る
。
例
へ
ば
或
る
経
済
主
樺
が
自
己
目
毎
宇
年
に
取
得
す
る
所
得
を
宇
年
間
に
規
則
的
に
支
出
す
る
場
合
に
、
品
川
師
的
向
日
凶
加

に
相
常
捗
し
き
貸
借
を
敷
筒
月
間
保
有
ナ
る
こ
巴
と
が
あ
つ
で
も
、
そ
れ
は
遊
休
貨
帯
と
は
な
ら
な
い
。
己
れ
に
反
し
終
演
主
慢
に
於
け
る
貨
幣
の
滞
留

h

j
副

U

'
h
o
主

期
間
周
到
如
何
に
置
か
〈
・
と
も
、
そ
白
支
出
針
金
融
制
開
済
主
樺
の
意
志
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
際
に
は
港
体
貨
幣
と
な
る
。
町
一
山
S
M

M

G

E

S

 

(
註
己

ZLJhtp
は
現
金
残
高
白
山
目
、
特
に
準
備
金
的
性
質
白
部
分
在
、

F
Z
E
Z
2
2
0
u
F
f
E
E
2
0同語、

F
E
E
E
5
5
5
6
1即
加
し
町

g
E岳
Z
E
m見
守
』
稿
し
て
ゐ
る
が
、
さ
う
で
な
い
部
分
に
謝
し
で
は
特
陀
別
個
白
名
一
明
を
興
へ
て
ゐ
な
い
o
D
み
な
ら
ず
、
時
・
と
し
て
彼
は
雨
者
同
一
川
山
師

を
混
同
さ
へ
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
ヒ
ツ
ク
ス
に
現
金
残
高
白
類
別
を
想
は
し
品
る
言
説
の
あ
る
こ
ξ

は
注
目
に
侃
す
る
(
]
・
同
民
主
内
♂
〈
包
Z
E
a

E官
E
-
Z
E
E
-
M
E
P
宅
且
O
|官
)

、時
的
に
決
消
せ
ら
れ
得
る
と
は
考
へ
ら
れ
詮
い
。
何
枚
な
れ
ば
所
得
貨
幣
の
み
を
以
て
線
て
の
取
引
争
完
卒
に
決
前
ず
る
伐
に
は
、

最
終
麻
貝
者
に
よ
る
所
得
賞
特
の
綿
て
の
支
出
以
後
、

支
出
を
製
す
る
新
規
取
引
が
企
業
者
聞
に
後
生
せ
ざ
る
こ
と
、
及
び
各
企
業
者
に
逗
臓
の
存
せ
ざ
る
乙
と
の
前
提
を
措
定
す
る
を
要

一
定
時
間
の
経
過
を
必
要
と
す
る
の
み
託
ち
ゃ
、
更
に
常
設
期
間
内
に
貨
幣

ず
る
か
ち
で
あ
る
。
ホ
ウ
ト
レ
ー
が
一
般
需
要
即
ち
最
終
購
買
者
の
線
て
の
財
貨
に
針
し
て
提
供
す
る
貨
幣
畳
、
従
っ
て
所
得
貨
幣

を
重
腕
し
、
中
間
取
引
を
以
て
い
は
む
貨
幣
白
流
れ
を
た
ピ
多
少
迂
同
化
せ
し
む
る
に
過
ぎ
ぎ
る
も
の
と
者
倣
し
て
ゐ
る
の
は
、
抽
相

一
定
の
時
間
的
経
過
を
必
要
と
す
る
を
確
認
千
る
結
果
陀
他
社
ち
ぬ
と

思
は
れ
る
。
若
し
所
得
貨
幣
D
み
に
上
っ
て
憾
で
白
取
引
の
同
時
的
決
済
の
可
能
在
る
を
主
張
せ
ん
B

と
す
る
左
ら
ぽ
、
生
産
段
階
の

て
の
取
引
の
完
全
決
済
が
最
終
購
買
者
の
貨
幣
支
間
以
後

唯
一
つ
一
な
る
か
、
慨
に
生
産
段
階
が
分
岐
し
て
ゐ
て
も
、
モ
れ
ち
が
垂
直
的
に
結
合
せ
ち
れ
、

一
つ
の
犬
規
模
の
ト
ラ
ス
ト
的
企
業

形
態
を
と
り
、
従
っ
て
中
間
的
貨
幣
取
引
の
全
然
存
せ
ざ
る
と
と
を
前
提
と
す
る
を
要

f
z。
か
i
h

呂
前
提
た
〈
し
て
所
得
貸
幣
の

み
を
以
て
線
て
の
取
引
を
同
時
的
に
決
消
す
る
と
と
は
、
全
く
不
可
能
と
い
は
友
け
れ
ば
左
ら
由
。

モ
己
で
行
論
の
本
筋
に
立
ち
師
っ
て
、
二
つ
の
型
の
現
金
残
高
の
考
察
に
移
ら
う
。

ニ
ワ
白
型
白
現
金
残
高

ヨE

第
二
銃

Jミ

七

館
主
十
五
省

10) 



こ
っ
白
型
の
現
産
残
高

J¥. 

r、

岨
伊
豆
十
五
巻

大

第

腕

管
業
資
金
的
残
高
の
客
観
性

搭
業
資
金
的
残
高
は
既
建
白
如
〈
、
個
々

D
経
済
主
躍
の
意
士
山
と
無
関
係
に
専
ら
粧
桝
琉
過
の
法
則
に
よ
mM
で
規
則
せ
ら
れ
る
も
-

D
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
果
し
て
如
何
在
る
市
玄
関
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
ナ
イ

+
1
ほ
財
貨
販
賓
の
恕
頼
性
の
み
を

前
提
と
し
て
、
専
ら
企
読
者
。
立
揚
に
硯
角
を
向
け
て
、
皆
業
資
金
的
確
一
高
の
決
定
要
因
を
吹
の
如
〈
説
明
す
る
。
(
一
)
所
得
貨
幣

面
白
現
金
残
高
は
所
得
期
間
白
平
均
白
長
さ
に
依
存
す
る
。
例
へ
ば
持
貨
が
毎
週
扮
た
る
左
普
段
、
ん
什
目
排
に
比
し
或
る
期
間
白
初

め
に
企
業
者
自
保
有
す
る
現
金
残
高
は
、
七
倍
の
多
吉
に
建
す
る
傾
向
を
有
す
る
。
尤
も
平
均
所
得
期
間
の
具
躍
的
算
定
が
甚
だ
困

難
在
る
こ
と
は
想
像
に
雛
〈
た
い
。
惟
ふ
に
所
得
期
間
が
一
般
陀
同
じ
長
さ
に

L
て
同
一
時
期
に
始
ま
る
か
、
仮
忙
所
得
期
間
が
均

等
で
た
い
に
し
て
も
、
少
〈
と
も
同
一
時
期
に
始
ま
る
場
合
に
は
事
柄
は
比
較
的
民
間
車
で
あ
る
が
、
現
貨
に
は
異
れ
る
期
間
若
〈

は
始
期
を
同
時
に
せ
る
所
得
が
相
互
に
錯
綜
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

c
c器
禁
貨
幣
聞
の
現
金
残
高
は
皐
克
そ
の
技
術
的
支
捌
期
間

白
長
さ
江
依
存
す
る
。
京
し
ナ
イ
サ

l

k
従
へ
ば
貨
幣
が
現
金
残
高
と
し
て
と
の
岡
に
於
て
企
業
者
の
許
忙
滞
脅
す
る
期
間
は
、
技

術
的
支
排
期
間
よ
り
も
長
か
ら
ざ
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

E

L
に
所
調
技
術
的
支
排
期
間
と
は
偵
務
者
の
支
出
と

債
権
者
D
受
取
と
の
聞
に
経
過
す
る
時
間
的
謂
離
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
現
寅
K
は
手
形
安
換
に
要
す
る
時
間
を
意
味
す
Z
も
の
と

併
せ
ら
れ

Ldrが
右
の
二
つ
の
回
に
於
け
る
決
定
要
加
の
全
然
呉
れ
る
を
指
摘
せ
る
こ
?
と
は
段
目
忙
値
す
む
(
一
三
所
得
貨
幣
一
間

と
替
業
貨
幣
聞
と
の
割
合
は
資
本
構
成
田
一
世
反
に
依
存
す
る

Q

資
本
家
的
生
産
の
南
町
展
油
開
慌
を
活
じ
T
、
ヒ
れ
を
長
期
的
陀
槻
察
す

る
際
に
鋭
知
せ
ら
れ
得
る
資
本
構
成
の
高
度
化
、
印
ち
K

小
経
資
本
が
可
援
資
木
よ
り
も
相
掛
的
比
増
加
す
る
傾
向
は
曲
目
業
貨
幣
而
の

相
針
的
抗
犬
、
従
っ
て
己
の
国
の
相
針
的
増
加
を
質
す
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

4. IIeft" 1933. S. 50! 
H. Neisser. "Der Kreisl叩 fdes Geldes "， a. a. O. S. 384-385 
H. Neisser， a. :1.. O. .s. 368， 374. 
H. Nei崎 er，a. a. O. S. 378-379. 
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企
業
者
白
借
業
資
金
的
残
高
は
財
貨
販
寅
白
蓮
続
性
主
前
提
と
す
る
限
り

一
腹
右
白
誇
要
国
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
版
賓
の
漣
統
性
白
前
提
を
取
去
れ
ば
如
何
。
抑
も
財
貨
販
賓
の
連
続
性
が
破
壊
せ
ら
れ
て
貨
幣
支
出
が
不
連
続
的
と
託
る
の
は

ナ
イ
サ
ー
に
従
へ
ば
、
(
ご
総
て
の
消
費
者
に
つ
き
同
時
忙
窺
は
れ
る
消
費
需
要
の
質
的
榊
成
の
周
期
的
特
に
季
節
的
鐙
化
、
〈
一
一
)

或
る
財
貨
の
使
用
期
間
白
長
期
性
、
(
=
一
)
或
る
財
貨
の
腕
入
を
目
的
と
す
る
滑
干
の
所
得
期
間
若
〈
は
技
術
的
支
桝
期
間
に
瓦
る
貸

幣
の
堆
積
等
肥
土
る
の
で
あ
る
。
(
二
一
)
に
類

T
る
も
の
と
し
て
賂
来
の
投
資
を
目
的
と
す
る
貨
幣
の
堆
積
を
皐
げ
る
E
止
位
、
も
と

よ
り
可
能
で
あ
る
。
た
ぜ
己
i
h
k
注
窓
す
べ
き
は
つ
一
)
と
(
二
己
と
が
常
に
必
十
し
も
一
致
す
る
も
の
で
左
い
E
?と
で
あ
る
。
何
故
左

れ
ば
仮
令
或
る
財
貨
が
た
ピ
皮
白
使
用
に
拡
へ
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
債
格
の
高
音
鴻
に
時
と
し
て
そ
の
買

入
の
目
的
を
以
て
、
長
期
間
に
瓦
り
貨
幣
を
集
積
せ
る
時
買
4
引
に
販
質
せ
ら
れ
る
と
と
が
あ
お
か
ら
で
あ
る
。
か
〈

ω如
〈
財
貨

の
販
賀
、
従
う
て
貨
幣
支
向
が
不
連
続
と
た
れ
ば
、
ナ
イ
サ
ー
は
企
業
者
ゆ
所
得
貨
幣
町
並
に
替
業
貨
幣
聞
に
於
て
、

(
冊
。
宮
古
島
。
出
。
見
。
)
を
生
ぜ
し
む
る
も
の
と
考
へ
る
。

一
時
的
退
蔵

ナ
イ
+
1
は
右
遁
の
如
〈
、
生
産
一
の
連
続
性
心
如
何
托
拘
は
る
己
と
友
〈
、
た
V
A

販
買
の
連
続
的
危
る
か
否
か
に
土
り
企
業
者
の

偉
業
資
金
的
残
高
が
決
定
せ
ら
れ
礎
化
す
る
も
の
と
た
す
。
貯
れ
ど
も
生
産
の
事
情
を
杢
然
保
腕
じ
て
現
金
残
高
の
賢
化
を
考
へ
る

一
つ
の
生
産
遇
税
と
次
白
生
産
過
程
と
の
聞
に
時
間
的
間
隔
が
存
宿
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て

E
L
」
は
果
し
て
受
賞
で
島
ら
う
か
。

生
産
が
不
謹
続
的
た
る
揚
合
、
並
陀
俄
令
生
産
調
程
白
慨
は
連
鎖
的
と
見
ち
る
L
A

際
に
於
て
も
、
犬
部
分
の
資
本
支
問
が
不
連
鎖
的

に
行
は
れ
る
揚
合
医
、
企
業
者
の
幣
業
資
金
的
残
高
は
山
本
し
て
何
等
影
響
を
受
け
な
い
と
い
へ
る
で
あ
ち
ろ
か
。
も
と
よ
り
空
芹
温

経
自
叫
聞
が
不
連
続
的
で
あ
り
、
若
〈
は
資
本
支
出
が
不
運
縮
的
で
あ
っ
て
も
、
生
産
段
階
が
噌
一
つ
で
あ
る
か
、
数
個
の
生
産
段
階

が
罪
直
的
に
一
企
業
に
結
合
せ
ら
れ
て
中
間
的
貨
幣
取
引
の
存
し
た
い
場
合
に
、
所
得
貨
幣
以
外
に
瞥
業
貨
幣
の
不
必
要
注
る
E
と

ニ
つ
の
到
の
現
金
残
高

第
五
十
宜
巻

j、
丸

七

第

競

" 

H. NeisseT， a. a. O. S. 3$6-387， 391 4) 



三
つ
り
型
白
現
金
残
高

第
五
十
五
容

第

腸

iL 
Q 

F、

は
既
漣
白
如
く
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

E
の
E
と
は
生
母
又
は
資
本
支
出
の
不
蓮
続
性
が
、
企
業
者
。
現
金
残
高
の
上
に
何
等
影
響

を
鷲
さ
泣
い
と
い
ふ
己
止
を
窓
味
し
て
ゐ
な
い
。
ナ
イ
サ
ー
が
何
故
に
生
産
若
〈
は
資
本
文
山
川
の
不
連
続
性
主
、
企
業
者
の
現
人
金
残

高
と
兆
も
無
閥
係
た
る
も
の
L
如
〈
推
定
し
た
か
は
現
解
し
難
い
。
彼
は
械
別
せ
ら
る
べ
き
一
一
つ
の
別
個
の
事
貫
主
全
然
混
同
し
て

ゐ
る
と
い
へ
ね
で
あ
ら
う
か
。

ー
と
こ
ろ
が
ホ
ル
ト
ロ
プ
は
た
立
に
販
衰
の
不
運
績
性
白
み
な
ら
十
、
更
に
圭
産
若
〈
は
資
本
支
出
の
不
連
続
性
を
も
考
慮
の
中
広

入
れ
て
、
現
金
残
高
D
縫
化
。
原
閃
の
精
細
友
る
吟
味
を
企
て
L
ゐ
る
。
彼
は
先
づ
生
産
又
は
販
一
一
買
の
備
の
資
本
支
向
を
賢
物
の
タ

ー
ム
に
於
て
規
定
し
、
貨
物
投
資
(
口

E
S
P
-
E
m
島
問
主
苦
悩
)
を
礎
化
せ
し
む
る
原
因
と
し
て
突
の
五
つ
を
列
取
帯
し
て
ゐ
る
。
(
一
)

貸
物
投
資
が
不
連
続
的
在
る
に
そ
の
岡
牧
が
連
領
的
な
る
揚
合
(
宮
耳
目
宮
T
E
5
5
2切
S
G
E可

(
二
)
貸
物
投
資
が
連
続
的
在
る

陀
そ
の
同
収
が
不
連
続
的
友
る
揚
合

T
S
E雪
量
四
百
官

7
唱。

zsqE)、
(
三
)
季
節
的
生
産
、
(
阿
)
季
節
的
版
費
、
(
五
)
企
業
の
経

現街、

金規
残模
高の
にー
影時
Ji望的
を叉
貨は
さ維
や績
に的
は費
者化
貫工 、
治、 gp
いち
CZ) ~ 

でれ
あ')で
る空ぁ
。)る

械
に
よ

れ
~ 
己
れ
ら
の
原
日d
I亡
よ
る
貸
物
投
賓
の
縫
化
は

必
然
白々l
t亡

告
業
資
金
的
残
高
の
決
定
並
K
愛
化
の
要
因
に
闘
す
る
詳
細
た
る
吟
味
は
本
稿
白
主
た
る
目
的
で
た
い
か
ら
、

E
の
賦
忙
就
い
て

深
〈
立
入
る
己
と
を
泣
け
る
が
、
己
の
種
の
現
金
残
高
が
そ
白
決
定
K
於
て
、
そ
の
竣
動
に
於
て
、
著
し
〈
客
槻
性
を
具
へ
規
則
性

を
包
蔵
し
、
主
腕
的
議
意
性
白
甚
だ
稀
荷
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
ホ
ル
ト
ロ
プ
が
現
金
碕
高
決
定
製
図

の
主
観
性
主
脱
皮
に
排
し
、
モ
白
純
客
観
性
を
強
調
せ
る
は
、
己
目
種
の
現
金
残
高
、
即
ち
彼
の
所
詔
静
態
的
残
高
に
就
い
て
安
世

仕
を
有
す
る
も
の
と
い
ひ
得
丸
。
ナ
イ
サ
l
は
と
れ
と
類
似
心
根
峠
聞
か
ら
し
て
潜
業
資
金
的
残
高
は
利
子
率
、
時
附
来
の
一
物
煩
鍵
動
の

強
見
等
に
よ
っ
て
全
然
影
響
せ
ら
れ
ざ
る
も
む
と
宥
倣
し
て
ゐ
る
。
彼
が
品
目
業
資
金
的
残
高
を
他
の
一
型
の
現
金
残
高
、
印
ゆ
り
咋
備
金

8
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的
残
高
よ
り
も
透
か
に
主
要
た
る
も
の
と
認
め
る
結
果
、
現
金
残
高
の
客
観
惟
若
ぐ
は
規
則
性
を
強
調
し
、
そ
の
主
観
性
を
甚
だ
し

〈
重
視
す
る
ケ
イ

Y
ズ
の
見
解
占
正
に
封
瞭
的
地
位
に
立
つ
こ
と
は
、
査
し
営
陣
惜
の
蹄
結
と
い
は
託
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
己
ろ
が
エ

リ
ス
は
と
白
鮪

ι闘
し
ナ
イ
サ

1
の
見
解
自
躍
の
中
に
、
既
に
明
白
に
か
一
階
賊
の
中
に
か
利
子
率
の
取
入
れ
ら
れ

τゐ
る
と
と
を
想

到
す
れ
ば
、
寧
ろ
と
白
種
目
現
金
残
高
を
利
子
率
と
閲
聯
せ
し
む
る
こ
左
に
上
っ
て
、
ト
ト
現
賓
的
注
解
明
を
奥
へ
得
べ
し
と
い
っ

て
ゐ
る
。
も
と
よ
り
管
業
資
金
的
残
高
が
利
子
率
、
将
来
の
物
債
務
一
動
に
針
ず
る
預
見
、

一
般
的
に
い
引
っ
て
景
気
の
般
態
と
全
然
然

関
係
で
あ
る
と
は
い
ひ
得
在
い
に
し
て
も
、
そ
れ
ち
諸
要
因
が
突
に
流
一
ぶ
べ
き
準
備
金
的
残
高
と

E
に
同
巴
程
度
の
影
響
を
奥
へ
る

も
の
a
h

如
く
推
怨
す
る
は
、
必
や
し
も
安
営
で
左
い
の
で
は
一
た
い
か
と
思
ふ
。

ナ
イ
サ
ー
は
た
Y
金
融
的
流
通
に
於
け
る
現
金
残

高
、
特
に
取
引
所
取
引
員
D
現
金
残
高

D
み
が
、
利
潤
率
若
く
は
或
る
程
度
利
子
率
の
影
響
を
受
〈
ペ
き
己
と
を
容
認
し
て
ゐ
る
白

で
あ
っ
丸
、
己
目
意
味
に
於
て
彼
は
ケ
イ
ン
ズ
の
投
機
動
機
に
基
因
ず
る
現
金
残
高
と
一
一
脈
相
通
宇
る
思
想
を
抱
い
て
ゐ
る
も
の
と

思
は
れ
る
。

(
註
一
)
ム
ナ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
本
文
に
並
べ
し
如
〈
、
企
業
者
四
膏
業
貨
幣
面
の
現
金
残
高
は
専
ら
技
情
的
支
排
期
間
に
よ
勺
て
決
せ
ら
れ
る
の
T

あ
る
。
と
と
る
で
い
ま
但
に
生
産
及
押
印
版
褒
を
目
的
と
せ
る
企
業
四
分
化
(
出
品
。
諸
君
5
2
E
E
若

t
は
集
化

2
E
m
m『
W
Eコ
色
部
生
越
し
予
と
す
札

ば
、
企
業
者
自
己
目
↑
回
目
理
金
残
高
は
如
何
に
醐
由
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
被
に
従
へ
ば
荷
〈
も
技
術
的
支
挽
期
聞
に
し
て
不
簡
な
る
限

町
二
現
金
残
高
は
費
化
ナ
ベ
〈
も
な
い
か
ら
、
分
化
又
社
集
化
由
程
度
に
劃
隠
し
て
企
業
者
の
現
金
残
高
は
全
世
と
し
て
噌
悼
す
べ
き
普
で
あ
る
。
ナ

イ
サ
ー
も
本
と
の
こ
と
を
界
一
部
し
て
ゐ
る
。
と
れ
土
具
慌
附
に
表
現
す
れ
ば
、
従
事
由
一
企
業
百
一
一
企
業
に
分
化
L
た
市
拐
合
、
技
術
的
支
排
期
間
不

醐
世
田
想
定
白
下
に
於
て
は
現
金
残
高
は
二
倍
に
噌
加
し
、
と
れ
に
皮
し
従
車
湖
立
の
二
企
業
部
一
企
業
に
集
化
す
Z
場
合
に
は
現
金
残
高
は
中
情
す
る

と
い
ふ
己
主
に
な
る
。
尤
も
集
化
的
措
端
な
る
場
合
‘
印
ち
一
国
一
企
業
自
際
に
酔
て
も
さ
こ
の
部
面
白
現
金
残
高
が
零
に
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
ふ
ま
で

も
な
い
c

と
こ
る
が
右
目
如
き
ナ
イ
+
1
自
主
張
に
封
し
で
は
、
マ
ル
シ
ヤ
ク
の
批
列
が
あ
6
。
彼
は
ナ
イ
サ
l

目
見
解
が
棉
殿
上
甚
だ
疑
は
し
き
こ
と
を
認

ニワ
D

型
白
現
金
残
高

第
王
十
五
巻

九

停

抗

丸

1王 S.]出llis，op. cit.， p. 194 
11. Neb"，er， a.. a. O. S. 397 
H. Nci，，~cr， a. .a. O. S. 380 
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二
つ
白
一
型
白
現
金
残
高

第
主
十
宜
巷

C 

童存

続

ブL

品
、
抑
も
企
業
者
は
ナ
イ
サ
ー
の
意
味
に
於
け
る
技
術
的
支
抗
期
間
に
相
臨
す
る
如
き
最
小
現
金
残
高
を
、
質
隈
上
瞥
業
貨
幣
酉
に
於
て
常
に
保
有
す

る
か
否
か
、
従
っ
て
企
業
の
分
化
白
際
に
附
加
的
企
業
に
封
し
最
小
現
金
残
高
に
相
臆
す
る
貨
幣
の
蓮
加
供
給
が
、
呆
し
で
従
来
白
賃
際
白
現
金
残
高

に
比
較
し
て
重
要
な
る
か
菅
島
に
闘
し
疑
念
を
抱
い
て
ゐ
る
。
而
し
で
彼
は
企
業
の
分
化
封
、
(
一
)
販
車
購
買
の
同
時
世
を
一
部
分
若
〈
は
完
全
に
破

裂
す
べ
き
こ
主
、
(
一
一
)
元
章
、
企
業
者
が
現
金
残
高
を
保
有
す
る
は
企
業
者
自
身
の
必
要
に
碁
〈
こ

E
却
諭
で
あ
る
が
、
合
ふ
た
企
業
に
鈎
ナ
る
祉
脅
的

信
用
を
獲
得
す
る
儒
白
手
段
た
る
と
主
に
も
よ
る
が
散
に
‘
企
業
の
分
化
は
涜
動
性
舷
保
の
掲
の
申
備
金
を
保
有
せ
し
む
る
原
悶
主
な
る
べ
き
と
と
の

こ
う
の
根
掛
か
ら
し
て
、
現
金
残
高
の
相
樹
的
噌
加
を
誘
設
す
る
も
白

k
論
駁
す
る
叫

け
れ
ど
も
マ
ル
シ
ヤ
タ
が
企
業
四
分
化
が
担
金
残
高
の
相
謝
的
帯
加
を
背
す
k
い
根
操
由
時
一
目
勘
は
、
ナ
イ
せ
?
に
土
り
措
定
せ
ら
れ
し
財
貨
版

画
質
由
連
続
性
と
い
ふ
前
提
を
全
能
無
制
し
た
る
結
果
に
他
な
ら
ず
、
こ
白
意
味
に
於
て
問
題
は
金
融
別
個
白
も
白
た
り
と
い
ひ
得
べ
〈
、
安
た
第
二
白

貼
は
明
か
に
的
外
れ
で
あ
る
。
何
敢
な
れ
ば
ナ
イ
サ
ー
は
こ
与
で
は
皆
業
黄
金
的
残
高
田
中
、
特
に
企
業
者
白
骨
業
貨
幣
面
に
於
け
る
現
金
残
高
D
h

を
問
題
と
し
、
他
白
型
の
現
金
残
高
、
邸
ち
準
備
金
的
趨
高
を
制
野
山
外
に
置
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
批
判
目
標
的
は
寧
ろ
販
直
田
蓮
頼
性
自
想
定

白
F
に
、
果
し
で
替
業
貨
僻
面
白
現
金
残
高
が
常
に
技
術
的
支
抑
期
間
の
長
ぞ
に
依
存
す
る
か
杏
か
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
営
否
が
時
昧
せ
ら
あ
べ
き
で

あ
る
主
恩
ふ
。
+
ん
も
販
賢
由
連
鰻
性
。
み
を
前
提
と
し
で
推
理
す
る
こ
と
が
妥
常
で
あ
る
か
杏
か
は
別
個
に
考
器
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
と
れ
に
就

V
て
白
筆
者
白
所
且
は
本
文
に
週
べ
ら
れ
て
ゐ
る
c

〔
註
一
一
)
ホ
ル
ト
ロ
プ
が
現
金
残
高
白
塑
化
を
誘
設
す
べ
き
も
白
と
し
て
翠
げ
し
本
文
所
掲
D
抑
き
五
つ
白
原
閃
由
中
、
(
一
)
乃
至
(
凹
)
白
分
類
に

闘
し
で
は
必
ず
し
も
明
確
な
限
界
が
ち
る
欝
で
は
な
い
。
(
一
)
及
び
(
ニ
)
、
(
一
ユ
)
及
び
(
凹
)
旧
問
に
は
夫
々
多
〈
白
中
間
的
企
業
の
介
荘
す
べ
き
は
想
像

に
難
〈
な
い
。
(
一
)
白
不
謹
績
投
費

l
1完
全
な
る
連
商
的
同
杭
主
(
二
)
の
完
全
な
る
蓮
繍
的
投
費

l
l不
謹
続
的
同
肱
と
旧
聞
に
は
、
投
養
品
川
に
同

収
若
〈
は
支
出
及
び
耽
入
白
不
謹
績
性
を
枠
ふ
多
〈
白
中
間
的
企
業
の
A
I
有
す
る
と
と
は
勿
論
で
あ

p
、
(
=
乙
と
(
四
)
と
白
聞
に
は
生
用
も
鼠
買
も
共

に
季
節
的
性
質
を
具
へ
る
企
業
白
存
ナ
べ
き
こ
・
と
も
容
易
に
想
到
せ
ら
れ
得
る
。

D

み
な
ら
ず
、
(
一
)
及
び
(
二
)
は
生
産
又
は
販
褒
に
於
け
る
何
年
か

白
費
動
と
無
関
係
に
現
金
残
高
白
鑓
化
を
惹
き
起
す
も
白
で
る
り
、
(
一
一
一
}
及
び
(
凹
)
は
苧
節
的
企
業
に
於
て
認
め
ら
れ
る
費
化
を
随
枠
す
る
と
と
も
あ

る
が
、
静
態
的
考
察
部
ち
車
純
な
る
循
環
過
程
の
考
察
に
於
て
も
確
認
せ
ら
れ
る
駐
に
於
て
(
一
)
及
川
出
合
己
と
共
詣
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
(
宜
)
白
企
業

白
艇
瞥
規
模
白
一
時
間
若
〈
は
鍛
績
的
費
化
は
景
親
費
動
止
の
関
聯
に
於
て
相
め
て
生
起
す
べ
き
現
象
で
あ
っ
て
、
動
惑
的
考
察
白
場
合
に
白
み
限
ら

れ
る
と
い
ふ
貼
に
於
C
他
由
も
四
と
金
融
臭
っ
て
ゐ
る
。
ホ
ル

t
ロ
プ
に
上
れ
ば
右
白
中
、
最
も
重
更
に
し
て
同
つ
宜
際
上
類
脇
田
ず
べ
き
は
、
(
一
)
白

揚
合
卸
ち
不
謹
輯
的
投
費

l
i完
全
な
る
謹
輯
的
同
肢
の
場
合
で
あ
る
。
例
へ
ば
生
産
者
刊
炉
原
料
を
一
時
ド
多
最
買
入
れ
、
小
賀
向
が
一
筒
月
に
一
同

J. Manchak. l' Volksvermδgen u. KassenbedarfヘATChivflir Sozialwissen-
schaft u. SoziBlpolitik， 
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商
品
目
仕
入
を
な
す
が
如
き
場
合
目
ζ

れ
で
あ
る
巴

マ
ル
シ
ヤ
ク
は
ホ
ル
ト
ロ
フ
に
よ
り
事
げ
ら
れ
た
る
最
初
D

四
つ
の
原
因
、
い
は
川
区
静
態
的
原
因
を
コ
つ
浩
至
=
一
つ
に
櫨
め
得
る
1r一
な
し
、
先
づ
専

ら
貨
畔
的
側
面
か
ら
考
察
ず
る
e
即
ち
彼
に
従
へ
ば
現
金
残
高
を
握
化
せ
し
む
る
原
因
は
、
〔
一
)
肱
入
苦
〈
は
支
出
の
不
謹
績
性
(
生
産
物
白
性
質
文

は
慣
習
に
基
〈
)
、
合
ご
相
互
に
交
替
す
る
牧
入
並
に
支
出
回
大
い
さ
白
不
均
等
性
(
同
様
に
生
産
物
の
性
質
又
は
慣
習
に
基
く
)
、
(
=
一
)
牧
入
及
び
支

出
期
日
の
弔
完
全
車
且
と
れ
で
あ
る
巴
と
れ
ら
は
何
れ
も
収
入
並
に
支
出
の
連
続
的
な
名
場
合
に
比

L
、
そ
白
理
向
を
多
ゆ
異
に
す
る
に
し
て
も
、
現
金

残
高
を
暫
加
せ
し
む
る
個
向
を
有
す
る
も
の
ゐ
で
あ
る
。
マ
ル
シ
ヤ
ク
は
現
金
残
高
白
原
因
在
右
の
如
〈
草
に
貨
幣
的
剛
面
か
ら
解
明
す
る
に
止
ま
ら
ず
、

並
み
て
貨
物
的
側
面
に
屯
視
角
を
向
げ
、
現
金
残
高
は
貨
僧
形
盤
以
外
の
平
均
資
産
に
封
寸
る
割
合
を
瓜
で
し
て
も
有
意
義
に
測
定
せ
ら
れ
得
る
と
考

へ
る
。
彼
は
い
ふ
、
貨
静
静
盤
以
外
の
資
産
出
最
大
な
る
場
合
に
は
現
金
残
高
は
最
小
で
あ
り
、
若
し
準
備
的
理
高
の
必
要
舟
き
際
に
は
現
金
時
間
高
は
零

で
る
り
得
る
。
爾
後
財
貨
が
既
質
せ
ら
れ
る
に
従
H
V

て
現
金
残
高
は
噌
加

L
、
資
産
が
悉
〈
版
質
せ
ら
れ
轟
ナ
と
き
に
現
金
残
高
は
最
大
と
な
る
。
故

に
最
大
現
金
商
高
は
最
小
現
金
残
高
(
準
備
金
的
残
高
)
著
〈
は
零
白
現
金
残
高
同
貨
幣
形
態
以
外
由
最
大
費
岸
と
最
小
費
産
と
の
差
額
を
加
へ
た
る
も

白
に
等
し
い
暫
で
あ
る
。
け
れ

E
も
世
合
金
置
と
し
て
は
個

L

々
の
企
業
白
一
貫
物
投
費
の
側
別
的
費
到
の
蹴
し
き
が
決
定
的
要
因
な
り
と
い
ふ
謹
官
は
な

い
。
輩
し
枇
骨
杢
鐘
と
し
て
は
同
時
性
又
は
時
間
的
劃
立
性
白
震
に
種
々
白
干
世
、
印
ち
累
加
又
は
相
殺
の
作
用
が
顧
慮
せ
ら
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

‘
.
‘
.
、
』
・
首
、
、
、
、
.
、
』
町
、
‘
、
、
、

か
〈
白
如
き
貼
を
考
慮
白
中
に
人
れ
て
初
品
て
貨
物
投
賓
の
図
民
組
情
的
強
調
の
甑
し
さ
は
見
出
さ
札
得
る
白
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
図

民
組
神
間
白
最
大
財
貨
量
と
最
小
財
貨
量
と
白
差
額
D
平
均
貯
貨
量
(
総
て
白
ス
ト
ッ
ク
並
に
輪
悲
過
程
に
於
け
る
抽
聞
で
の
生
産
物
を
含
む
)
に
到
す
る
割

合
が
、
こ
の
平
拘
財
貨
量
に
謝
す
る
貨
幣
量
円
割
合
を
決
す
る
と
と
に
何
等
の
相
違
も
な
い
|
|
信
用
供
奥
は
無
調
ず
る

i
1
Jと

叫

四

準

備

金

的

残

高

の

特

性

と

貨

鮮

の

能

動

的

作

用

糊
じ
て
現
金
残
高
の
他
の
刑
寸
即
ち
準
備
金
的
残
高
に
就
い
て
み
よ
う
。
活
来
、
準
備
金
的
残
高
は
管
業
資
金
的
場
高
と
異
り
、

専
ら
個
々
の
経
消
主
悼
の
主
観
的
判
断
陀
基
い
て
保
有
せ
ち
れ
る
の
で
あ
る
。
ナ
イ
サ
ー
は
己
の
種
の
現
金
残
高
は
、
非
常
の
際

2
♀
宮

Z
の
た
め
若
〈
は
投
機
の
理
由
陀
よ
む
支
出
が
一
時
的
に
繰
延
べ
ら
れ
る
矯
に
保
有
せ
ら
れ
る
も
の
と
見
て
ゐ
る
。
ホ
ル
ト

w
プ
は
準
備
金
的
残
高
は
動
態
に
於
て
の
み
費
生
ず
る
も
の
と
考
へ
、
将
来
に
閲
す
る
不
椀
寅
さ
の
た
め
若
〈
は
疋
常
た
る
流
通
過

ニ
ワ
白
型
D
現
金
残
高

第
五
十
王
脅

丸
= 

第

抗
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一
ワ
四
一
型
四
現
金
残
高

務
主
十
宜
容

告書

漉

一

ブL
I"J 

程
の
進
行
の
破
壊
の
錦
に
保
有
せ
ら
れ
る
も
四
と
友
す
。
彼
は
と
れ
を
更
に
本
来
の
準
備
金
的
残
高
(
冊
一
唱

z
r
z
内
耳
切
伺
同

HEEd
と

一
時
的
残
高

(

N

色

E-H唱
5
3。r
F
i
k
細
別
す
る
。
前
者
は
樹
め
て
稀
に
し
か
稜
生
せ
ざ
る
も
識
見
せ
ら
れ
雄
き
危
機
に
備
へ
る

震
に
保
有
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
寅
際
上
、
牧
入
が
珠
想
以
下
に
少
〈
支
問
が
暗
闇
想
以
上
に
多
雪
を
常
と
す
る
結
果
、

一
般
的
に

収
支
の
晴
間
算
が
慎
重
に
た
て
ら
れ
る
と
い
ふ
事
貨
に
某
因
ず
る
の
で
あ
る
。
後
者
は
巨
常
な
る
静
態
的
流
通
過
程
の
経
過
に
於
て
、

一
定
時
賠
に
行
は
Z
ペ
昔
財
貨
の
買
入
が
物
債
の
下
落
、
文
は
景
気
の
悪
化
白
預
想
に
よ
っ
て
繰
延
べ
ら
れ
る
に
基
悶
す
る
の
で
あ

/
f
 

る
。
ホ
ル
下
ロ
プ
は
前
者
は
や
ts

も
す
れ
ば
永
続
的
に
残
高
と
し
て
保
有
せ
ら
れ
、
死
賊
資
金
(
互
@
】
『
。

Em)
化
す
る
可
能
性
あ
る

も
の
と
見
て
ゐ
為
。
ハ
イ
ヱ
ク
が
E

の
種
の
残
高
保
有
O
目
的
を
、
た
w
h

何
時
買
入
れ
何
時
支
擁
ふ
か
の
決
意
が
故
意
に
線
延
べ
ら

れ
て
ゐ
る
己
主
に
見
出
す
の
は
、
恐
ら
〈
後
者
の
み
に
着
限
せ
る
結
果
で
あ
ら
う
。

と
も
あ
れ
準
備
金
附
残
高
が
綿
じ
て
帰
来
へ
の
不
完
全
課
見
に
碁
〈
不
確
賓
さ
の
嬬
に
保
有
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
己
左
は
凝
ひ

を
容
れ
左
い
。
ナ
イ
サ
ー
に
従
へ
ば
か

62屯
現
金
残
高
は
、
帰
来
の
危
険
(
職
事
恐
慌
等
の
費
生
の
危
険
)
に
針
す
る
個
々
の
経
済
主
慢
の

感
度
、
将
来
の
物
領
時
世
動
に
川
到
す
る
議
想
、
個
々
の
程
前
主
慣
が
消
費
と
の
封
比
に
於
て
貯
帯
に
針
し
て
認
む
る
限
界
穀
用
の
如
昔

主
観
的
要
因
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
愛
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
伎
は
そ
の
他
な
ほ
貨
幣
所
得
の
現
賓
の
礎
化
、
貯
蓄
を
妨
げ
る
枇
曾

的
並
に
機
構
的
要
囚
を
附
加
す
る
と
と
を
忘
れ
て
ぬ
た
い
。
中
ル
ト
ロ
プ
が
ほ

r
zれ
と
伺
棋
の
見
解
を
抱
け
る
と
と
は
、
右
活
の

彼
D
準
備
金
的
残
高
の
根
擦
の
解
明
よ
り
し
亡
想
像
に
難
〈
た
や
。

け
れ

E
も
ナ
イ
千

1
は
と
の
型
白
現
金
浅
高
一
般
に
就
い
て
も
さ
ろ
で
あ
る
が
、
特
に
非
常
の
際
の
備
へ
の
潟
の
現
金
碕
高
印
ち

本
来
の
準
備
金
的
残
高
が
、
利
子
卒
の
影
響
を
受
け
る
が
如
吉
己
と
は
甚
だ
稀
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
所
得
の
師
型
化
忙
よ
っ
て
光
右
せ
ら

れ
る
こ
と
白
犬
な
る
を
力
設
す
る
。

エ
リ
ス
が
ナ
イ
サ
ー
の
準
備
金
的
残
高
を
一
括
し
て
、
そ
れ
が
替
業
賃
金
的
残
高
と
異
り
利
子

M. W. Holtrop， a. a. O. S. 132-133 
H. Neis~er. a. a. O. S. 18 
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卒
の
影
響
を
受
〈
ぺ
き
と
と
を
、
ナ
イ
サ

I
自
身
容
認
し
て
ゐ
る
と
い
へ
る
は
、
ナ
イ
サ

I
D
買
意
を
全
〈
誤
解
せ
る
も
D
と
い
は

泣
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
、
準
備
金
的
残
高
が
利
子
率
の
影
響
を
何
等
受
け
る
も
の
で
た
い
と
果
し
て
断
言
問
来
る
か
。
周
知

の
如
く
ケ
イ
V
ズ
は
、
現
金
残
高
保
有
の
最
も
重
要
注
る
動
機
と
し
て
投
機
動
機
在
来
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

E

D
動
機
に
著
し

き
影
響
を
輿
へ
る
も
の
は
、
将
来
の
利
子
率
の
描
型
化
に
闘
す
る
不
確
貸
さ
に
他
た
ら
ぬ
。
而
も
彼
は
か
L
る
動
機
が
組
織
化
さ
れ
た

る
誼
舞
市
揚
、
郎
ち
詮
朱
取
引
所
の
存
有
に
主
っ
て
よ
り
よ
〈
賃
現
せ
ち
れ
得
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
尤
も
ケ
イ
ン
ズ
の
か
t
h

る

主
張
に
封
し
て
は
ラ
ツ
ハ
マ
ン
の
銑
い
批
判
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
銃
巳
他
。
機
舎
に
述
べ
た
か
ち
繰
返
さ
た
い
円
。
も
と
工
り
現
金

品
唱
す
向
。
二
つ
の
裂
を
通
じ
て
会
憾
と
し
て

D
現
金
残
高
を
利
子
卒
の
函
数
で
志
る
と
見
る
は
行
過
ぎ
で
あ
る
に
し
て
も
、
準
備
金
的

残
高
と
利
子
奉
と
D
附
聞
係
を
全
面
的
に
否
認
す
る
は
必
や
し
も
妥
営
で
な
い
と
思
は
れ
る
。
ナ
イ
サ

1
が
準
備
金
的
残
高
が
利
子
卒

の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
泣
い
と
宰
張
し
註
が
ら
、
他
方
に
於
て
物
領
時
世
動
に
針
す
る
時
間
想
の
現
金
残
高
に
作
用
す
る
を
認
め
て
ゐ

る
E
と
は
、
少
〈
と
も
一
貫
性
を
快
ぐ
も
の
と
い
ひ
得
る
。

上
白
論
惑
に
よ
り
一
一
つ
の
型
の
現
金
礎
高
の
性
質
の
相
違
が
ほ
ピ
閑
明
せ
ら
れ
た
と
忠
ふ
が
、
モ
こ
で
営
然
一
ワ
の
問
題
と
し
て

取
上
げ
ら
る
ペ
昔
は
、
肱
百
業
資
金
的
残
高
と
準
備
金
的
麹
高
D
勃
れ
が
貨
幣
の
能
動
的
作
用
に
闘
し
、
よ
り
重
要
注
る
役
割
を
演
宇

る
と
見
ち
る
べ
き
か
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
前
者
は
既
遁
の
如
〈
経
済
流
通
O
法
則
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
も
白
で
あ
り
、
い
は

vh

受
動
的
又
は
他
動
的
色
彩
を
強
〈
帯
び
て
ゐ
る
。
己
れ
に
反
し
後
者
は
も
と
よ
り
貨
幣
所
得
、
貨
幣
支
出
並
に
利
子
率
等
と
鰐
接

な
る
閥
係
を
も
ち
、
と
の
意
味
に
於
て
決
し

L

で
滴
立
的
で
は
た
い
が
、
経
済
主
鱒
D
主
観
的
判
断
に
上
つ
で
礎
化
す
る
可
能
性
を
放

し
、
常
動
性
又
は
自
動
性
を
含
む
も
の
ん
一
察
せ
ら
れ
る
。
と
E
ろ
が
ナ
イ
サ
ー
は
甥
遁
白
如
イ
現
金
時
間
高
は
主
と
し
て
前
者
主
り
成

り
、
而
も
前
者
が
粧
済
期
間
(
生
産
期
間
、
施
遁
期
間
又
は
所
得
期
間
)
申
に
最
大
か
ら
零
に
、
零
か
ら
再
び
も
と
白
大
い
さ
に
復
蹄
す
る

ニ
つ
の
型
の
現
金
商
高

第
五
十
五
巻

告再

就

ブし
豆L

三
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二
つ
の
型
の
現
金
残
高

第
宜
十
主
審

静

観

ブU
F、

一
一
二
四

J

如
〈
に
縫
化
す
る
に
反
し
、
後
者
は
営
該
期
間
を
通
じ
て
常
に
不
縫
た
り
得
る
と
推
想
ず
る
結
果
、
替
業
費
金
的
残
高
白
境
化
の
分

析
に
重
曹
を
撞
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
"
と
も
準
備
金
的
残
高
は
来
し
て
彼
の
想
像
す
る
如
く
モ
れ
白
檀
安
定
性
を

U
つ
も
の
で

あ
ら
う
か
。
ま
た
現
金
姥
高
は
常
K
主
左
し
で
替
諜
資
金
的
残
高
か
ち
成
る
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
か
。

E
れ
ら
の
割
に
封
し
て
は
大

た
る
疑
問
符
が
附
せ
ら
れ
た
け
れ
ば
た
ら
ね
。
も
と
よ
り
ナ
イ
サ
ー
に
し
ろ
、
マ
ル
シ
ヤ
ク
忙
し
ろ
、
執
れ
白
槻
白
現
金
残
高
が
貨

幣
の
能
動
的
作
用
に
闘
し
よ
り
重
要
た
る
か
忙
就
昔
、
何
等
決
定
的
危
解
容
を
興
へ
て
ゐ
る
認
で
は
泣
い
。
査
し
彼
等
は
既
遁
の
如

〈
主
た
る
闘
心
を
貨
幣
の
流
話
漣
度
の
礎
化
忙
寄
せ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
と
る
が
ハ
イ
ヱ
ク
は
己
の
鮪
陀
闘
し
明
白
た
細
川
容
を
興
へ
て
ゐ
る
。
微
に
従
へ
ば
個
々
由
経
済
主
健
が
か
た
り
長
期
間
比
五
り

確
賓
に
し
て
詳
側
一
な
る
殻
見
を
行
ひ
得
る
と
す
れ
ば
、
貨
幣
は
特
定
白
財
貨
白
一
定
量
と
針
路
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
「
翠
た
る

計
算
者
」
(
冨

Z
E
E
-
5
7と
し
て
D
役
割
以
外
の
も
の
を
奥
へ
ち
る
べ
く
も
左
く
、

従
っ
て
取
引
の
不
蓮
様
性
、

短
期
間
少
額
の

投
資
に
伴
ふ
不
利
不
便
の
結
旧
南
保
有
せ
ら
れ
る
現
金
残
高
(
替
業
費
金
的
残
高
)
は
、
貨
幣
D
能
動
的
作
用
に
闘
し
重
要
性
を
も
つ
も
の

で
は
な
い
。
己
れ
に
反
し
、
晴
朗
見
の
不
完
全
性
に
基
〈
不
確
貸
さ
白
筋
に
保
有
せ
ら
れ
る
現
金
残
高
(
培
備
金
的
残
高
)
は
貨
幣
の
能
動

的
作
用
化
闘
し
軍
要
た
る
役
割
を
演
や
ペ
き
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
か
白
投
機
動
機
に
恭
〈
現
金
残
高
を
以
て
貨
幣
に
謝
す
る
需
要

の
最
も
重
要
注
る
根
操
ム
」
な
せ
る
ケ
イ
Y

ズ
白
見
解
白
躍
に
封
し
で
は
、
-
な
ほ
吟
味
。
徐
地
が
あ
り
、
且
つ
強
備
動
機
に
基
く
も
の

を
除
昔
、
投
機
動
機
に
基
〈
も
の
D
み
を
殊
更
に
軍
腕
ず
る
は
、
徐
り
に
閥
野
を
狭
ぐ
限
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
芳
雄
が
加
へ
ら
れ
る
に

し

τも
戸
彼
が
貨
幣
D
能
動
的
作
用
に
闘
聯
し
て
狙
へ
る
と
こ
ろ
は
、
必
や
し
も
金
〈
標
的
を
逸
し
て
ね
る
と
は
い
ひ
難
い
と
思
は

れ
る
。預

見
。
搾
否
と
現
金
建
高
の
存
在
を
論
理
的
に
必
然
の
閥
係
を
以
て
結
び
つ
け
る
己
と
は
、
も
と
よ
り
明
か
に
不
営
で
あ
る
。
抽
出
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見
が
完
全
に
し
て
線
で
の
計
書
が
議
定
白
知
〈
資
現
せ
ら
れ
、
準
備
金
的
残
高
白
必
要
が
全
然
消
失
し
て
も
、
現
金
建
高
自
慢
の
必

要
は
無
〈
友
る
も
り
で
は
た
い

h
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
と
の
鞘

ι閲
す
る
限
り
不
完
全
逸
見
設
は
花
賞
で
友
い
。

治
も
不
完
全
課

見
読
を
採
れ
る
論
者
に
於
で
も
、
不
完
全
抽
出
見
に
基
〈
不
確
貸
さ
以
外
の
原
悶
に
基
〈
現
金
残
高
を
全
ぐ
無
腕
し
て
ゐ
る
誇
で
は
友

い
が
、
銃
活
白
如
き
迎
由
に
よ
り
己
れ
を
甚
だ
し
く
靭
腕
し
て
ゐ
る
E
止
は
争
叫
難
い
。

白
み
た
ら
十
、
か
a
A

る
残
高
が
短
期
的
に

見
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
考
へ
難
い
と
と
も
明
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
貨
幣
D
能
動
的
作
用
に
闘
す
る
限
り
、
準
備
金
的
残
高

(
特
に
ホ
ル
ト
ロ
プ
の
所
開
一
時
的
残
高
)
が
よ
り
章
一
品
た
る
も
の
と
考
(
も
れ
る
の
で
あ
り
、

E
の
意
味
に
於
て
不
完
杢
頭
見
設
の
狙
へ

る
と
と
る
は
必
宇
し
も
杢
然
撲
り
で
あ
る
と
い
び
得
た
い
と
思
向
。

以
上
の
論
述
は
専
ら
自
由
経
消
を
前
提
去
し
て
試
み
ら
れ
た
心
で
あ
る
が
、
統
制
経
消
又
は
計
書
一
経
済
忙
於
て
個
々
の
経
消
主
糟

白
情
動
に
謝
し
岡
家
意
志
に
基
〈
統
制
が
加
へ
ら
れ
、
計
毒
性
が
奥
へ
ら
れ
る
に
至
れ
ば
、
準
備
金
的
残
高
保
有
の
志
議
が
全
然
無

く
な
り
、
若
〈
は
モ
の
重
要
性
が
甚
だ
し
〈
減
殺
せ
ら
れ
る
か
忙
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
由
。
け
れ
ど
も
如
何
に
統
制
が
徹
底
的
に

行
は
れ
、
計
葺
が
純
資
且
つ
詳
細
に
樹
て
色
れ
る
に
し
で
も
、
持
来
忙
封
ず
る
不
完
全
議
見
陀
基
〈
不
確
貸
さ
が
完
全
に
排
拭
せ
ら

れ
十
、
而
も
か
i
A

る
現
金
残
高
の
保
右
に
針
し
直
接
干
渉
の
加
へ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
山
田
令
白
尚
経
済
に
於
け
る
如
き
撤
し
さ
を
快
〈

と
は
い
へ
、
準
備
金
的
残
高
の
貨
幣
の
飽
動
的
作
用
に
闘
す
る
意
義
は
必
宇
し
も
軽
視
せ
ら
る
ぺ
き
で
友
い
と
信
中
る
。

一
つ
由
型
白
現
金
残
高

第

揖

ブL

七

第
主
+
五
巻

ー
宝王

尤も筆者ーは準備金的残高著〈は流動性選揮白品によって利子事が決定せられ
ると主盟せんとナるのではない@なほこ四舶に闘してほ F. A. Hayek~ The 
Pure Theory of Capital， 1941， p; 368 参照。
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